
此
処
は
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
。
カ
ラ
ポ
ネ

ヤ
ミ
の
二
人
が
「
昼
休
み
だ
」
と
言
い
、

畠
か
ら
逃
げ
て
き
て
、
湯
に
入
っ
た
後
、

ゴ
ダ
グ
談
義
を
し
て
い
る
。

五
所
の
ト
ラ
ン
プ
「
オ
レ
ェ
の
畠
サ
、

ク
ロ
ホ
シ
を
吹
が
せ
で
よ
ご
し
て
い
る

奴
が
い
る
ら
し
い
よ
」

黒
滝
の
マ
メ
コ
バ
チ
「
あ
ち
こ
ち
に
、
北4

朝
鮮

4

4

の
よ
う
な
奴
が
居
る
か
ら
な
ー
」

ト
ラ
ン
プ
「
夜
に
や
っ
て
い
る
ら
し
い

か
ら
、
モ
ホ
ド
リ
を
使
っ
て
犯
人
を
探

す
か

ー
」

マ
メ
コ
バ
チ
「
ど
う
い
う
エ
（
家
）
の

畠
サ
多
く
ク
ロ
ホ
シ
が
出
て
い
る
ん
だ
」

ト
ラ
ン
プ
「
ケ
チ
で
、
晩
酌
も
一
合
限

り
と
か
、
共
同
募
金
や
「
赤
い
羽
根
」

は
三
十
円
と
か
」

×　
　

×　
　

×

此
処
は
農
協
の
役
員
室
。
マ
ム
シ
と

油
売
り

4

4

4

が
ま
た
来
て
い
る
。

油
売
り
「
組
合
長
！
今
年
か
ら
、
農
協

の
選
果
場
に
、
用
の
な
い

4

4

4

4

オ
ド
ゴ
達
の

入
場
を
禁
止
す
る
、
と
す
べ
き
だ
よ
」

組
合
長
「
な
ぜ
よ
」

油
売
り
「
オ
ナ
ゴ
い
い
の
は
、
○
○
の

カ
ッ
チ
ャ
○
番
だ
と
か
、
〇
〇
の
ヨ
メ

○
番
だ
、
な
ど
と
点
数
を
付
け
て
い
る

そ
う
で
‥
」

マ
ム
シ
「
あ
ち
こ
ち
に
ロ
グ
デ
ナ
シ

4

4

4

4

4

が

居
る
か
ら
」×　

　

×　
　

×

役
員
室
に
藤
沢
の
Ｆ
さ
ん
が
入
っ
て
き

た
。
マ
ム
シ
と
油
売
り

4

4

4

が
帰
っ
た
後
、

Ｆ
さ
ん
が
言
い
出
し
た
。
組
合
長
に

「
相
談
が
あ
り
ま
す
ジ
ャ
」
と
。

組
合
長
「
ナ
ン
デ
ス
バ
」

Ｆ
「
ワ
（
吾
）、
農
協
の
共
済
に
、
少

し
大
き
く
入
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、

ワ
（
吾
）
も
九
十
近
く
に
な
っ
た
。」

組
合
長
「
ま
だ
元
気
だ
ナ

ー
」

Ｆ
「
血
圧
が
高
く
て
、
い
つ
、
ド
ッ
ト

行
く
か
ワ
ガ
ラ
ネ
エ
ン
だ
。
そ
こ
で
、

ワ
、
死
ん
だ
と
き
、
共
済
金
を
何
に
使

え
ば
い
い
か
、
そ
れ
を
書
き
の
こ
し
て

お
き
た
い
の
だ
」

組
合
長
「
ウ
ー
ン
、ム
ン
ズ
ガ
シ
ナ
ー
」

「
墓
石
の
大
き
さ
の
コ
ー
ク
ー
ル
は
や

る
べ
き
で
な
い
と
思
う
よ
」
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
器

元 

県
農
協
学
園
長

秋
田 

義
信
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